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天　丈
同好會 観 測 部 月　報

　　　　　　　　　　襯測部流星課仁平報告

　　　　　　　　　　　課長　小唄孝二郎

十二月中観測を報告されナこ方は下記の通りである．
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和歌碍渠系；有田郡金屋

編岡市外箱崎町中小路
大分市大分橋通三丁月
温島山石城郡川前
名古屋市第入高等學校
京都市北自証追分町
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1．以上の人々によって観測されナこる0等以上の流星を集録すれば

日1正劇魏測者臆測
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　2．双子座流星群観測概況

　引つ，X“く天四悪の爲，縫綾的観測は出來なかったが，原田，田中二氏及筆者

により次の如く観測が行はれた、

日 脚測幽間陶購陣測酬双子目測購誘
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　11日，12日，13日，の観測なき爲極大を決定し得ない．臨現の職事については

相當豊富であって，0等以上双子群のもの，三，四個観測されてるる．但し最も
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多く見られたのは2等乃至5等のものである・

　3．e現i則より4尋ナこる輻射黒占

　艘測より五個の輻射黙を得た．Meteoric－ApeXεは（流星頂騙εでも澤すべき

か）其時刻に於ける地球蓮行の方向である・
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　以上の五個の輻射黒占より拠物線軌道を計算して見たが，こNには登表を避

けて原田氏観測のオリオン群（Oi’iOnid）の軌道のみを掲げて置く・

　　　　to＝66．eg　s　＝＝78．04　i　＝一167．’9　q＝O，380

　4．原田，田中二重による同一流星の同時観測

　十度に於ける田中氏ε，大分に於ける原田氏の十一日夜牟に1観測せる流星中

同一流星が一個だけあった．これは甚だ貴重な材料で流星研究上重要な儂値を

もつてみる．槻測をそのまX別記すれば
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　光度．磯績時間撒に可成りの相異があるが，これは疑なく同一流星であって

筆者はこれより下記の如く計算によって高度等を得t，

　　　　　　　　　　　　　　結　　　　果

　出現鮎の位置は愛媛縣佐田岬の南方6kmの海上（λ＝132。1！O　lt＝・　33。17！0）

で131．5km（±0．4　km）の上室で曙光し殆ん魯早戸の方向に飛び大分市の東方

16kn1◎＝131049！9φ＝・33。15！5）の地瓢の上室74．2km（±0．4km）で1省滅した

事ミなってみる．経路の全長は6i．Okmである．双子群の秒速は從來の李均で

は約40kmであるので，この結果より速度を求めずこものミは甚だしい相異があ

る観測者の櫃績時間の猷測が早きに過ぐる様に思はれる．（1．20）



256 攣光星観測報皆

　　　　　　　　　攣光星観測報告（4）

　　　　　　　　　　攣光星課幹事小山秋雄

　鹿比島の中原氏が今後齪測を細いて寄越される事になつナこ．有力な器械

の所有者の獲奮を望む．本月分の観測は少なかったが，來月號にはセブエ

ウスのδ，アルゴルの観測を整理して載せる．

　　　観測者　　齪測地　　器械
　　今津　　績　淡路　　　　ガリソオ式双眼鏡（4×）

　　毒血壽彦　　臼杵町　　　肉眼

　　北谷　　巌　洲本町　　　5センチ屈折（25×）

　　小山秋雄　　京大天文皇　18糎屈折，！3糎反射，ガリレオ式双眼鏡

　　中原静彦　　鹿児島七高　ツァイス13．5糎屈折（71×）

　　細谷治雄　　東京市　　　肉眼
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太陽諜二月報告

太陽課幹事　柴田淑次

　今年の京都は實に天氣が悪い．元來，京都は山國であって．大子洋，日

本海共に十鯨里もかなナこにあるのだから，概して太品性氣候を呈する．冬
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は寒く夏は暑いのであるが，其割に冬は天氣がよい．寒氣凛烈Σして，肌

を，つんざくε云ふ程でもないが，寒夜の蒼窮に銀漢の凍り付いてみるの

を見るご，ロシアはシA“Lリアの北端をさまよひ歩いてみるかの様な氣がす

る．

　所で今年は非常な的外れで，毎日狂ひじみた天氣ばかりが綾いて，世間

では歎十年來の旱天だミ騒いでみても，此方では，幾年振りの曇天綾きだ．

雨が降る檬で降らす，天下になる様でならない．三って，稀に，晴れても，

氣流歌態は，極めて悪く，三々三二撮影に適しない．私は幾度か爲眞装置

をしたけれさも，飴り激しい悪三流に如何Eも三二なかった．其れ故，此

頃は四三撮影は非常に困難であって，撮影される日も亦極めて少ない．

　去る一月中旬出現した一大黒貼は其後二月上旬再び束豫に狼はれナこ一

ε云ひたいが，實は，奇妙な事には，あの偉大なる回忌も全く山影を浸し

てしまつナこのである．實に世は無情であって，二三精舎の鏡の音も太陽に

も響くかεうか保讃出來んが，世にも憐れミ云ふべきだ．所が其の英雄の

面影を幾分なりミも，追憶せんEしてか，丁度其隣りの経度300三二に離

れた所に，二つの反る黒黒占が出現して居ナこ．緯度は，北へ，こ三度上った

所である．こう云ふ現象は，時たまある事であって，丁度人の世の戦二時
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代のそれの様に，一入の英雄が他の英雄に伐

って代る有閑に似て居る．’今度の黒黒占も，此

慮に堂々ミ掲載したいのだが，先月読ε云ひ

先々月E云ひ飴り堂々たる三二Y3えでもなか

ったので，今度は遠慮してをく．今後ε云っ

ても，天界は，口絡ならεもかく，普通の星

の爲眞には，飴程骨が折れるから，暇な時に

外，掲載しない．その代り，挿給を入れる考

へである．

　二月は総じて，網引球が活動しナこ．それも，

十日前後に甚しい，雌牛球は，十日すぎ，全

く李穏歌態に落入ってみる．前に此頃は，太
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陽黒黒占活動帯は，葎月二十日頃にあるご云ったが，二二月は例外であって，

反って二十日頃は沈滞期であっナこ．

　二月のプロミネンスは，’小さいながらも．撒多くあるざの事，やつばり

爲眞撮影ε寺じく天測の悪いため観測の出來る日は非常に少ないらしい．

　此間，爲眞現像室が水浸りになつユ，私が太陽爲眞を水洗して翌日迄，

そのまNにしてをいナこ所，夜の間に，流しの水氣が防がつて，窮眞室一面

に膝を浸する洪水になつみてた．此の水を全部かい卜すのに，いらぬ時間

を費して，大損害を蒙った．

　太陽課の此の欄は，月々の観測報告を圭εするが，此れからは，其他に

來るべき月々の豫報をも少しづs載せる事にする．毎月天象欄の太陽の所

のP。：B。L。の隠iも，話0）都合でこtSに移しかへるかもしれん．其他，直

接に太陽に卜する事でなくても，關接にでも太陽に關する事なら遠慮なく

載せる．〔以」二〕

　　　　　　　　　　　　鹿島丸にて

謹啓　出戸の際は態々御見途被下恐縮仕候．爾澤山の紹介歌を被賜大いに

心張く存居候．難母御禮申上候．立撃灘に出ナこ近所，上海より揚子江河口

に出た附近及び香港から出た近所がや、荒れ申し候も其他は至極卒穏なる

海にて毎日糊しく航海を績け居り候間判安心被輝度候．香港を出でN五日

明日は早朝シンガポールに着く由にて御座候三ケ月ばかりの後には京都

天交皇の人々が丁度このあたりを航海せられる事を想ひて感無量なるもの

有之候．香港ミシンガボールの間の中三口間全く何者も見えす候．昨夜は

心ゆくまでに大室の星εしナこしみ申候，金星，木星，火星をつらね，赤道は

頭上に近く御座候．デッキに立ちて星をながめ居り働麺カリフオルニヤ

の眼科讐なる米入來りて色々ミ質問いたし候間大いに氣眉を上げて，太陽

系の話やら，木星や火星の話や，銀河系の構造や，シリウスを指してそれ

迄の距離なさを論明申し候．丁度夕食の食卓でビールをひっかけ居たる爲

め，卒培うち氣なる小生も大膿なるブローリンクング71ツシユを連嚢し候

も大饗言はんミ欲する所は通じたる如く候．船中日本人は極く少く候．

　今朝未明に水夫が一人あやまって海中に落ち大そうさうをいたし候．幸

に海が李穏なりし爲めついに見出しボートを下して助けあけ候も，その爲

朝一時間あまり大海の邸中にごまり候．

　時節柄御自愛專一を綿上け候．天文豪の諸君によろしく御鶴聲零下度候

　　昭和四年一月三十口　　於南支那海　　　　荒　　木　　俊　　馬

　山本一清先生　御侍史
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